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カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
「
す
ず
め
の
学
校
」
は
今
年

で
設
立
10
年
と
な
り
ま
す
。

　

節
目
の
年
な
の
で
、簡
単
に
歴
史
を
辿
り
ま
す
と
、

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
７
月
）
に
カ
ラ
オ
ケ
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
健
康
維
持
を
目
的
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
は
三
美
孝
雄
さ
ん
で
会
員
は
10
名
、
月

例
会
は
エ
ル
・
ノ
ー
ツ
松
山
２
店
で
活
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
３
代
目
会
長
の
池
田
恵
美
子
さ
ん
が
２
代

目
の
笠
松
諄
美
さ
ん
の
後
を
継
ぎ
会
員
数
20
名
、
月

例
会
は
宮
田
町
の
キ
ス
ケ
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
性
別
構
成
は
女
性
が
６
名
男
性
14
名
で
す

が
、
月
例
会
の
参
加
者
数
は
毎
月
約
10
名
で
、
ほ
ぼ

男
女
同
数
で
す
。

　

年
齢
相
応
に
転
ん
で
怪
我
を
し
た
り
持
病
の
悪
化

で
病
院
通
い
、
ま
た
、
特
に
男
性
は
仕
事
と
の
兼
ね

合
い
や
、
他
の
サ
ー
ク
ル
等
と
例
会
日
が
重
な
る
な

ど
、
個
々
の
事
情
が
あ
り
ま
す
が
、
歌
え
ば
楽
し
い

と
短
時
間
で
も
参
加
さ
れ
ま
す
。

　

例
会
で
は
各
人
が
愛
唱
歌
や
持
ち
歌
を
歌
唱
し
、

習
熟
レ
ベ
ル
の
確
認
や
新
曲
等
に
も
果
敢
に
挑
戦
し

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
歌
唱
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
歌
唱
の
合
間
に
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
で
喉
を

潤
し
、
お
互
い
の
健
康
状
況
を
確
認
し
合
う
な
ど
意

気
ワ
イ
ワ
イ
の
半
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
の
総
会
で
は
１
年
間
の
総
決
算
と
し
て
活
動

状
況
及
び
決
算
状
況
を
報
告
、
新
年
度
の
活
動
計
画

を
決
定
し
、
忘
年
会
で
は
１
年
間
の
総
仕
上
げ
と
翌

年
へ
の
望
年
を
込
め
て
歌
唱
し
、
お
酒
が
入
っ
た
親

睦
の
輪
で
英
気
を
養
い
１
年
間
を
締
め
括
っ
て
い
ま

す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
腹
式
呼
吸
で
大
声
を
出
す
こ
と
か
ら

ボ
ケ
防
止
や
健
康
増
進
、
更
に
脳
も
活
性
化
さ
れ
ま

す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
の
好
き
な
方
、
歌
っ
て
み
た
い
方
、
歌

仲
間
と
の
新
し
い
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
別
世
界
を
経
験

し
残
り
の
人
生
を
一
緒
に
謳
歌
し
ま
せ
ん
か
？

　

か
か
る
費
用
は
入
会
金
不
要
で
会
費
は
実
費
の
み

で
す
の
で
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《カラオケサークル「すずめの学校」の皆さん》

「
す
ず
め
の
学
校
」
の
案
内

例
会
日
時
： 

毎
月
第
一
金
曜
日　

13
時
か
ら
４
時
間

程
度
（
但
し
１
月
、
５
月
は
第
三
金
曜

日
で
８
月
は
夏
休
み
で
休
会
）

総
会
・
忘
年
会
：
12
月
の
例
会
日
に
開
催

開
催
場
所
：
宮
田
町
キ
ス
ケ
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
」

会
費
：
実
費
１
、０
０
０
円（
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
付
き
）

連
絡
先
：
岩
佐
（
０
９
０-

７
６
２
０-

４
０
７
０
）

サ
ー
ク
ル
紹
介

愛
媛
愛
媛

☆
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
「
す
ず
め
の
学
校
」

岩
佐　

義
隆
さ
ん
（
事
務
局
長
）


